
　　　開催日：　2012年12月13日（木）　 開催場所：みらいCANホール（日本科学未来館）

　　　参加者：151名　　　アンケート回収102枚（回収率（67.5％）
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第3回　ＩＣＦシンポジウム　アンケート集計結果
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（人数） 

１：本日のシンポジウムの開催はどのように知りましたか。（複数回答） 
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３：内容、テーマについて  
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（人数） 

2：本日のシンポジウムに参加された理由についてお聞かせください。 

（複数回答） 

32% 32% 

24% 

12% 

その他： 

 ・介護過程の展開で活用 

 ・介護現場で活用している 

 ・学生が実習レポートにてICFを 

     使うことが多くなってきたため 

 ・学生達、受講生達に、いかにして 

     わかりやすく伝えていくのか・・の 

     ヒントがあればと思い参加しま 

  した。 

 ・使おうとしているがうまく使えない 

 ・日常的に患者診療でICFを用いて 

    いるが、正しい概念や活用法を 

  学びたいと思ったため。 

 ・入院（急性期）から、在宅まで 

  共通言語として、使用するには、 

  自分がよく知らないといけないと 

  思っているから。 
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56% 32% 

11% 

1% 

４：現在の活動または今後の活動や方向性に向けて  
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５：今後も、ICF に関するシンポジウム等に参加を希望しますか。 
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（人数） 

６：今後どのような形式の催し物に参加を希望しますか。（複数回答）  
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希望する テーマによる 
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７：年齢  

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳代 
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８：性別  

男 女 
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９：勤務先等   

福祉関連施

設 

医療関連施

設 

教育関連施

設 

企業 

官公庁・自治

体 

学生 

その他 
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  ICFの普及にあたり、あなたが分かりづらいと感じている用語は何ですか 

   （自由記入） 
 
 

      ・ 生活機能分類 
 

      ・ 生活機能モデル 
 

      ・ 医療モデル、社会モデル、統合モデルの個々の説明 
 

      ・ 心身機能・構造 
 

      ・ 環境因子の定義 
 

      ・ 個人因子の定義 
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